
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美の郷やまなしづくり基本方針 ［概要版］ 

                                          

県内市町村の景観計画策定が進む一方、本県の景観づくりは緒についたところであり今後も積極的な取
り組みが必要であることから、既存の「美しい県土づくりガイドライン」などによる「景観づくり」と「環
境・文化・風土産業」の活動を合わせた「総合的まちづくり」に行政と住民等が協働して取り組むことを
目的とし、その取り組み方法や参考事例を示した「美の郷やまなしづくり基本方針」を策定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 「美の郷やまなしづくり」の目的  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 「美の郷やまなしづくり」の考え方 

第３章 「美の郷やまなしづくり」を推進する取り組み 

 
 

※代表的な地域ごとの
取り組みイメージ 

 
 

「風土を守る」→「風
土を創る」→「風土を
育む」取り組みが循環
する。 

 
 

「美の郷やまなしづ
くり」の実現につなが
る。 

 

 

 

 

２．活動事例 

「美の郷やまなしづくり」に取り組む際の参考として、県内で

実際に行われている「美の郷やまなしづくり」につながる優良な

活動事例について紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「美の郷やまなしづくり」に対する

提言 

美の郷やまなしづくりの推進方策につい

て、美しい県土づくり推進委員会の委員から

の提言を掲載 

●「美の郷やまなしづくり」の３つの基本的な考え方 

美しく活力ある県土の持続的発展 

県土の風景計画 

■「山梨の大観」 

[1] 「山梨の大観」の典型例 
◆類型別「大観」の解説 

[2] 「山梨の大観」を捉える
意義 

[3] 「山梨の大観」を活かし
た美しい県土づくりの
あり方 

◆「山梨の大観」を望む視点場
の設定の考え方 

◆「山梨の大観」の保全、活用
の考え方 

◆「山梨の大観」を望む空間
（「身体座」）の設え方 

◆「山梨の大観」への眺望を活
かした広域的に取組む地域
振興方策例 

景観を生む文化の継承 
景観の活用 

■関連する計画等 

●景観を生む文化の継承 
・伝統的な生活文化の継承 
・地域の共同活動の継承 
・伝統行事の継承 
・環境教育・歴史教育 
・風土産業技術の継承 
 
●景観の活用 
・歴史的建物の継承・活用 
・健全な森林の保全・活用 
・豊かな農地の保全・活用 
・観光交流への活用 

●やまなし農業ルネサンス 
大綱 

●やまなし森林・林業再生 

ビジョン 
●やまなし水政策ビジョン 
●第２次山梨県環境基本 

計画 
●山梨県緑化計画 など 

■「美しい県土づくりガイドライン」 

[1] 県土における景観の特性と
課題 

◆山、水、道、農、街の景ごとの、
景観の特性と課題 

◆「保全・継承」「創造」「育成」
の３つの視点ごとの課題 

県土の景観計画 

[2] 景観形成の基本方針 
◆山、水、道、農、街の景ごとの、

景観の特性と課題 
◆「保全・継承」「創造」「育成」

の３つの視点ごとの課題 

[3] 景観形成の推進方策 
◆持続的・発展的な景観づくり 
の考え方 

◆主体別役割 
◆景観形成推進方策と体制 

[4] 公共事業に関する景観形成 
◆公共事業における景観形成の 

基本姿勢 
◆公共事業の実施に係る景観形成

基本事項 
◆共通配慮事項、分野別配慮事項 

美の郷やまなしづくり＝「総合的まちづくり」の実践 

＋ 

 

かけがえの

ない美しい

風土を守る

1.1 山梨らしい景観を守る 

①山並みのパノラマ 

②里山、果樹園景観 

③街並み・家並み 

④神社仏閣や歴史的建造物 

、史跡など

2.1 身近な生活環境を守る 

①美化・清掃活動 

②３Ｒの取り組み 

③不法投棄防止 

2.2 多様で豊かな自然環境を守る 

①河川・水質 

②森林環境 

3.1 地域の文化を守る 

①地域の祭り 

②伝統行事 

4.1 農業を守る 

・農産物生産・加工技術の継承 

・水路や石垣の管理・継承、 

観光利用 

4.2 郷土の産業を守る 

・地場産業、温泉など地域資源 

の継承 
 

快適で魅力

のある 

風土を創る

1.1 公共事業により景観を創る 

①道路整備 

②電線類の地中化 

1.2 景観に配慮した街並み・家並み

を創る 

①屋外広告物 

②建築物 

2.1 身近な生活環境を創る 

①河川整備 

②ユニバーサルデザイン 

③植樹・緑化活動 

④エネルギー施設 

3.1 新たな住環境を創る 

・地域の合意形成による 

統一感のある街並み 

4.1 農業の基盤を創る 

・６次産業化など新たな取り組み 

による農地の再生 

 

4.2 地域の魅力を資源とした産業

を創る 

・地域の新たな産業の創出 
 

暮らしを 

通して 

風土を育む

1.1 景観を活用した施設を育む 

・風景を生かしたレストラン 

などの観光施設 

2.1 地域のコミュニティを育む 

・地域の活性化による 

コミュニティの再生 

・移住者との新たな 

コミュニティの形成 

3.1 未来を築く人材を育む 

・子どもたちへの景観教育 

3.2 地域に根ざした文化を育む 

①ボランティアによる地域 

活動の担い手の拡充 

②地域文化を育む 

観光との連携 

③フットパスやエコツーリズ

ムによる魅力発見 

4.1 地域を支える 人材を育む 

①農林業後継者 

②建設業従事者 

③移住の促進 

4.2 活力ある地域を育む 

①地域食材の活用とブランド化 

②マルシェ等イベントの開催 

③森林資源の有効活用 

 

環境 景観  文化  風土産業（※） 

◆地域、風土の産業を支え

る人材の育成 

◆木材、伝統野菜、ジビエ

等地域特産物の有効活

用、ブランド化 

◆休耕地の活用、援農を通

じた交流促進 
◆フットパスやエコツー

リズムによる魅力発見 

◆地域の未来を築く人材
の育成 

◆地場産物を扱うマルシェな

どイベント開催 
◆都市施設等を拠点とする、
地域のコミュニティの再

生、新たなコミュニティ形
成 

風土を

育む 

市街地 
都市近郊 

里山の農村 

森林・山地 

山間地の農村 

◆山梨の大観、歴史・文化的

資の保全 

◆身近な生活環境、祭り等地

域文化の継承 

◆山梨の大観、農林業資源

等歴史・文化的な景観、

集落景観の保全 

◆郷土の産業の保全 

◆山梨の大観、河川・湧水

環境、森林環境、農村環

境の保全 

◆伝統文化の継承 

風土を 

守る 

◆コンパクトシティを目指

す都市の再生 

◆山梨の大観を意識した都

市形成 

◆にぎわいの活性化に資す

る都市公園等オープンス

ペースの活用、再整備 

◆身近な生活環境の再生 

◆山梨の大観を望む身体

座、大観を活かした観光

ルート等の創出 
◆観光を資源とした産業

の創出 

◆景観に配慮した街並み

の創出 

◆新たな住環境の創出 

◆自然環境に配慮した道
路、河川の整備 

◆建築物等への自然環境
と調和したデザインの
採用 

◆観光を資源とした産業
の創出 

◆観光・リゾート地等修景
整備、にぎわいの再生 

風土を

創る 

３．「美の郷やまなしづくり」を支援・

推進する施策 

「美の郷やまなしづくり」の取り組みを支

援・推進する県の施策について紹介 
 
不法投棄対策（環境整備課） 
やまなし森づくりコミッション（みどり自然課）
森林整備への支援（森林整備課） 
松くい虫被害対策（森林整備課） 
森林景観・眺望点整備（観光資源課・県有林課）
美しい農村景観保全の推進（農村振興課・耕地課）
耕作放棄地等再生への支援（農村振興課） 
美しい県土づくり推進会議 

（美しい県土づくり推進室）
景観形成への支援（美しい県土づくり推進室） 
景観の専門家の活用（美しい県土づくり推進室）
やまなし土木施設ボランティア（道路管理課） 
電線類の地中化の推進（道路管理課） 
山梨県建築文化賞（建築住宅課） 

１．美の郷やまなしづくりの取り組みイメージ 

景観づくり 環境･文化･風土産業の活動 

活動事例 
 

市町村 

『身延山門内の商店街』の活性化 
 身延町 

上高砂地区の景観保全と継承 
 南アルプス市 

甲府駅北口公共施設の管理運営と 
賑わいの創出 甲府市 

多摩川源流景観の保全伝承創出 
 小菅村 

『八ヶ岳南麓風景街道の会』心地よい
道づくりによる美しい景観づくり 北杜市 

南アルプス・ネイチャー王国 
プロジェクト

南ｱﾙﾌﾟｽ市・富士川町 
早川町・身延町・南部町 

住民主体で展開する河口地区の 
景観まちづくり 富士河口湖町 

やまなしフットパスリンクの活動 
 県内全域 

●「風土を守る」「風土を創る」「風土を育む」ことにつながる着眼点を景観・環境・文化・風土産業に分けて、下表の項目ごとにわかりや

すく写真などで示すことにより、「守る」「創る」「育む」取り組みの必要性を説明。 

＜着眼点＞ 

■ かけがえのない美しい風土を守る ■ 快適で魅力のある風土を創る ■ 暮らしを通して風土を育む

※農業・林業などとそれに関連した産業、地域の景観や特産品など地域固有の資源を生かした産業 


